
 

  

 

 

 

＜Did you join Area 55 contest ?＞ 

We held Area 55 Table Topics Contest at Machida-shi Shogai Gakusyu Center on 18th Sep.(Sun) successfully. 

It was very exciting and thrilling time. I want to say, Thank you so much for supporting us ! 

[Results][Results][Results][Results]    

☆☆☆☆JaJaJaJapanese Contest Winnerspanese Contest Winnerspanese Contest Winnerspanese Contest Winners：：：：    

1st   TM Tomoko Kurimoto (Machida Bilingual TMC) 

2nd   TM Masashi Wada (Atsugi-Zama TMC) 

3rd   TM Hayato Kiriyama (Atsugi-Zama TMC) 

 

☆☆☆☆English Contest WinnersEnglish Contest WinnersEnglish Contest WinnersEnglish Contest Winners：：：：    

1st   TM Yayoi Komura (Atsugi-Zama TMC) 

2nd   TM Yasunobu Higuchi (Machida Bilingual TMC) 

3rd   TM Hideharu Komoriya (Atsugi-Zama TMC) 

 

Congratulations! 

The 1st winners of both contests advanced to Division E Contest on 23rd Oct. We cheered them ! 

We were glad to find so wonderful speech!  Thank you, TM Tomoko Kurimoto and TM Yayoi Komura. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

I would like to share the messages of some contestants and steering committee members. If you get the same 

role of next contest, please refer it for your action. 皆さんからコメントをいただきました！ぜひご参考に^^ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語コンテスト委員長日本語コンテスト委員長日本語コンテスト委員長日本語コンテスト委員長    

 

 

 

 

 

磯部 晴樹 

/ Haruki Isobe 

(Machida Bilingual TMC) 

コンテスタント代表コンテスタント代表コンテスタント代表コンテスタント代表    

 

 

 

 

 

栗本 朋子 

/ Tomoko Kurimoto 

(Machida Bilingual TMC) 
コンテスタント代表コンテスタント代表コンテスタント代表コンテスタント代表    

 

 

 

 

 

古村 弥生 

/ Yayoi Komura 

(Atsugi-Zama TMC) 

英語コンテスト委員長英語コンテスト委員長英語コンテスト委員長英語コンテスト委員長    

 

 

 

 

 

相澤 康則 

/ Yasunori Aizawa 

(Den-en Toshi TMC) 

「間違っていてもいい、自分なりのメッセージを発信しよう」 

ひょんなことからクラブ代表として出場することとなり、コンテストにどう臨もうかと思った時に、

貴重な時間をさいて来てくださる方のために、心を込めてしっかりと自分の思いを伝えようと思っ

て臨みました。審査基準を満たすことだけではなく自分なりの目標を持ってコンテストに出場した

ことで、今まで出場した中で最も充実したコンテストとなりました。コンテストは自分をステップ

アップさせるチャンス、多くの方に挑戦してほしいと思います。 コンテストの運営の皆様、応援し

てくださった皆様、本当にありがとうございました。 

First of all, it was a great venue and stage and I felt blessed to be able to attend the Contest 

that day.  The atmosphere was very friendly and humorous and made me feel at home. 

The Table Topic Question was considerate and was an universal question for all of us to 

answer from our heart.  I appreciate all your support for making the Area 55 Contest a 

great and fruitful contest.  It will be one of my unforgettable experience. Thank you again! 

今回のコンテストでは日本語大会委員長を担当させて頂きました。 

役割は大きく分けて①大会前の準備の仕切りと②当日のコンテストの進行の二つになります。

②は楽しい、①は大変だけど学びが多いという感想です。コンテストの特徴は、色々なクラブ

の方と一緒に一つのイベントを作りあげる事です。 意見をぶつけあいながら、助け合いながら、

その過程には様々な気づきや学びがありました。 皆さんも是非担当してみて下さい。 

テーブルトピックでは「Question」に対して最も神経を使いましたね。一部のコンテスタントにだけ近い

質問内容ではいけないですし、文構造も一読ならぬ一聴で理解できるように何度も推敲しました。質問を

読み上げるときの声と表情もコントロールしました。なにせ質問が"Happy"についてですから、笑顔こそ

が思考回路をいい方向に回してくれるだろうって気持ちを込めて、でも満面の笑みというよりは、口は真

一文字で少しだけ緊張感を立ちつつ、目と頬で微笑みをつくってみなさんに読み上げることに決めていま

した。楽しんで頂けていたらとても嬉しいです。またお会いしましょう！ As the Table Topic Chair, I paid 

the greatest attention to the QUESTION. It should not to be closer to some contestants than to the 

others and has to be easily understood by one listening. So, I started with general ideas about 

humanity or human life and ended up with an 8-simple-word sentence: "What do you do to make 

yourself happy?" I was even wondered if “To make yourself happy, what do you do?” is better or not just 

before the final decision, which was made by reading both out several times and listening to myself as 

a contestant. I, as one of the host club members, hope that all of you enjoyed the contest! See you soon!!

[Participant's comments][Participant's comments][Participant's comments][Participant's comments] 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断幕作成＆写真係横断幕作成＆写真係横断幕作成＆写真係横断幕作成＆写真係    

 

 

 

 

 

森田 育利 

/ Yasutoshi Morita 

(Den-en Toshi TMC) 

日本語審査委員長日本語審査委員長日本語審査委員長日本語審査委員長    

 

 

 

 

 

丸谷 豪 

/ Go Marutani  

(Yamato Bilingual TMC) 

会場係代表会場係代表会場係代表会場係代表    

 

 

 

 

 

櫻 忠裕 

/ Tadahiro Sakura 

(Atsugi-Zama TMC) 

フライヤー作成フライヤー作成フライヤー作成フライヤー作成    

 

 

 

 

 

王 曉琳 

/ Shiaulin Wang 

(Yamato Bilingual TMC) 

英語審査委員長英語審査委員長英語審査委員長英語審査委員長    

 

 

 

 

 

稲葉 一樹 

/ Kazuki Inaba 

(Den-en Toshi TMC) 

ブリーフィングは、台本通りきちんと行おうとしたら結構時間を使いますので、時間配分は少し余裕を

持った方がよいです。各役割の方々に必要書類を渡すときは、その場で 1 枚ずつ配るのではなく、最初

に一人分ずつをセットにしておいたらスムーズになりますね。｢審査委員の適格性証明および倫理規定｣

は、必ず忘れる方がいるので、あらかじめこちらで準備しておいて、その場で審査委員の皆さんに署名

してもらった方が、ジャッジチームに統一感があってよいと思います。あと秋の審査用紙は毎年異なり

ますが、同点決着審査用紙も同様に異なりますので、印刷間違いのなきように^^ 

コンテスト規則集にて Judge Briefing の再確認を行い、審査委員への連絡、必要な書式の準備

を経験できました。 日本語コンテスト、英語コンテストの審査委員は、クラブコンテストと

エリアコンテストの日時が接近している場合、出場者の確定と審査委員の選定に支障をきたす

ので、日本語、英語別々に折衝した方が合理的と思います。 反省点としては、審査委員長の

仕事として入賞者の名前をカリグラフィーのペンを使いましたところ、インクの乾くのに時間

がかかりみなさんをハラハラさせてしまいました。インタビューを引っ張って頂き、間をつな

いでもらうことになりました。サインペンでもよかったのに、と反省しています。 

私はこのコンテストで、「おもてなし」の喜びを体感出来たと思います。 会場係として(私が思う)最も 

大切な役割は、コンテスタントを控え室からステージへとエスコートする仕事でした。コンテスタント

は強者揃いでしたが、スピーチ直前に控え室へ迎えに行きお名前をお呼びすると、リラックスした表情

から急に顔がこわばり、緊張感が溢れでてきます。緊張をほぐすために私はどんな声や表情で接すると

良いか、全てのコンテスタントに対して色々と試みました。コンテスト後、私はコンテスタントで無い

にも関わらず、いろいろな方から感謝のコメントをいただき、とても満たされた気持ちになりました。

みなさん、ありがとうございました。 

横断幕作成：今回、EXCEL 2007 で使用可能なフォントサイズ上限 409 を 1.4 倍拡大印刷す

ることで見栄えよい大きさを実現できました。大会後、EXCEL 2013 で試してみると、何と

フォントサイズ567が使用可能でした。 横断幕作成はEXCELが簡便で強力でおすすめです。

(A4 紙を 20 数枚、張り合わせるのは、少し疲れますが) 

写真撮影：公式カメラマンとして取りたいシーンは｢Contest Chair の Opening Scene｣です。

タブレットで撮影したため、ズームアップ出来ませんでした。コンテスト PR 担当と、撮影

シーンを事前に打ち合わせることで、より効果的な広報に繋げられると感じました。 

今回フライヤーの作成に携わりました。場所、日時を明確に伝えることは勿論ですが、

自分としてのポイントは、如何に多く注目されるかということです。 

今回のコンテストテーマはテーブルトピックスなので、フライヤーの半分以上は少し

華麗なディナーテーブルを背景にし、文字も鮮明な色を利用し、やや「演出」っぽく

作り、スペシャル感、楽しさを目に触れた人々に伝えたらいいなと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Wow, 300ｔｈ meeting！そして 12 月＆１月には・・・＞ 

Yamato Bilingual TMC held the 300th meeting on 29th Oct. Wow, the day was Halloween meeting! If you will 

hold the 300th meeting, you need 12 years and a half !  

大和バイリンガルが300回記念例会を開催しました。12年半..

一度離れてもまた戻ってくる場所があるというのは良いです

ね。改めて続けることの大切さを感じました^^そして 12 月は

新人戦にクリスマス例会！ エリア 55 は 3 クラブが第 4 土曜

なのでお互いなかなか遊びに行けませんが、逆にあわせやす

いのかも？(笑) 1月はエリア内4クラブでイベントも計画中！

またアナウンスさせていただきますのでお楽しみに～ 

 

 

 

 

 

 

運営サポート代表運営サポート代表運営サポート代表運営サポート代表    

 

 

 

 

 

布施 陽一 

/ Yoichi Fuse 

(Den-en Toshi TMC) 

会計担当会計担当会計担当会計担当    

 

 

 

 

 

赤松 秀樹/ Hideki Akamatsu 

(Den-en Toshi TMC) 

初めての参加でしたが皆さんのチームワークが良く非常にスムースな運営がされて

いたと思います。会計担当としては、少なくとも当日の朝までにすべての運営経費

の情報を入手したうえで、あらかじめ金額の入った領収証を用意しておけるように

すればよかったと反省しています。(現実にはギリギリまでコピー等の作業があるよ

うなのでなかなか難しいのかもしれませんが) 

ジャッジ研修はもっと多くのメンバーに参加してもらうため、事前にこの研修の内容紹介、意味合い、

研修することのメリット、ベネフィットを伝えたらよかった。パーティー代金の集金は、クラブごとに

事前に集めてもらいまとめていただいたことで間違いが防止できた。スピーチ開始後終了までの入場禁

止、終了後から次の開始までの１分間入場可を外入口にだれもいず、張り紙で済ましたが、外から来た

人は場内のスピーチ終了・開始はわからないので、だれかは外にいたほうがよい。コメントシート入れ

の封筒はコンテスタントにとって貴重なコメントやアドバイスなので、封筒に丁寧に分かりやすく名前

を記載し、入れやすいようにしておいたほうがよいと思う。 

・12/17(土) 13:30～、神奈川地区新人戦@神奈川近代文学館 2 階ホール 

・12/18(日) 15:30～、厚木座間 クリスマス例会＠ユニコムキッチンルーム(相模大野) 

・12/24(土) 13:30～17:00、田園都市＆町田 B＆大和 B、クリスマス 3 クラブ合同例会＠高津市民館(溝の口) 

・1 月後半、エリア 55、NonTM 向けに 4 クラブ合同でイベント計画中(詳細はのちほど) 

・2/12(日)、Division E COT2 (Club Officer Training #2／第 2 回役員研修会)@川崎市生涯学習プラザ 

・2 月後半～3 月前半、エリア 55 コンテスト(ホストクラブ：厚木座間＆大和バイリンガル) 



＜Did you go to Division E contest ?＞    

We held Division E Table Topics Contest in Yokosuka city on 23rd Oct. (Sun) successfully.  

TM Yayoi Komura became 2nd place! Also TM Tomoko Kurimoto gave wonderful speech to us. 

Additionally, we could join TM Naoki Tamura’s workshop. It was effective to our speech making. 

10/23(日)にヴェルクよこすかで開催された ディビジョン E コンテストでは、古村さんが英語で 2 位入賞！ 

栗本さんも日本語で素敵なスピーチをしてくださいました^^さらに、ディストリクトの代表 

として 3 度 世界大会に出場されている田村 直樹さんのワークショップ ｢日本語でわかり 

やすく説明する 引き込まれる英語スピーチの作り方｣も実施されました。実際にスピーチを 

実演され、その構成を丁寧に解説してくださいました。よく｢聴衆に共感してもらいたい｣ 

というのは考えるところですが、田村さんはさらに、聴衆との｢戦略とゴールの共有｣までを 

意識されているそうです。とても勉強になりました！ 

 

By the way, this is “Area 55 News”, but specially, I got the comment from other area member who 

was this Division E Contest Chair, Hitoshi Kawaguchi (Yokohama Frontier TMC).  今回はエリア外

から特別に、ディビジョン E コンテストで運営委員長をされた川口 仁さん(横浜フロンティア)にコメント

をいただきました。 川口さんは 4 年前に英語の全国大会で優勝されましたが、今回はお仕事の都合でコンテスト出場なら

ず(泣) ･･･ならば運営側で！と、今回はディビジョン E コンテストのとりまとめを行って下さいました。 

・今回のご感想、次回担当となる方へのアドバイスを・今回のご感想、次回担当となる方へのアドバイスを・今回のご感想、次回担当となる方へのアドバイスを・今回のご感想、次回担当となる方へのアドバイスをお願いします！お願いします！お願いします！お願いします！ 

今回のディビジョン E コンテストは横浜フロンティアがホストクラブということでしたが、平日クラブということも

あり、役割を埋めることがむずかしかったので、丸谷さんをはじめエリアディレクター（AD）の皆さんに実行委員

になっていただき、準備と運営を行いました。AD の皆さんには大変お世話になりました。ありがとうございます。

今回の経験であらためて感じたのは、1）会場選びは早期に始めること、2）段取り（誰が何をいつまでやるか）を 

しっかりと組んでおくこと、3）一人で仕事をかかえないこと悩まないこと、4）ルールはちゃんと知っておくこと、

の大切さでした。特に、分からないことは誰でもいいからきく、

手が足りなければ協力を求める、といろんな人を遠慮なく巻き 

込むことの大切さです。トーストマスターズの人は協力的な人 

が多いので、本当に助かりました。協力してくださった皆さん、

ありがとうございました！ 

Although the Yokohama Frontier TMC was the hosting club 

for the contest, it was difficult for the club alone to fill many 

of the necessary roles partly because the club is a weekday club and many members are not available on weekends. I 

therefore decided to seek cooperation from the Area Directors including TM Marutani by including them in the steering 

committee. They helped me tremendously! Thank you!! From the experiences as the steering committee chair I felt the 

importance of 1) deciding on the venue well before the event; 2) developing an action plan (who will do what by when); 

3) empowering others; and 4) being familiar with the contest rules. 

In particular, actively involving others by asking questions or 

requesting their cooperation was very important. Toastmasters 

around you are generally nice people who are willing to help you. So 

ask them for help! Lastly, I’d like to express my heartfelt thanks for 

everyone who extended full support and cooperation. Thank you!!  



＜Did you check the District 76 Contest ?＞ 

District 76 Contest was held in Hiroshima City on 11st-13rd Nov. 

The 8 Division’s 1st winners gathered here! And, Wow ..  Japanese & English both Contest Champion  is . . 

TM Tomohide Oshima (Division E) !   Congratulations!! 

今回は特別に第 2 弾！広島での全国大会で何と、日英共に優勝された大嶋 友秀さん(馬車道／日吉／ストーリーテリング／宴) 

からコメントをいただきました！ ディビジョン E代表、かつ同じクラブに所属しているというコネ

を使い(笑) 個人的に気になることを聞いてきましたので、皆さんにもシェアさせていただきます。 

・どんな準備をして臨みましたか？・どんな準備をして臨みましたか？・どんな準備をして臨みましたか？・どんな準備をして臨みましたか？    

 私の準備はいつも「そもそも」を考えるところから始まります。テーブルトピックスの大事な 

要素は、観客、自分、質問という３つです。だから、観客がない状態で想定問題に答えるよう 

な練習はしませんでした。むしろ、私が今、人に伝えたいと思うことは何だろうか、と考えて 

いました。だから、日本語では「人生の意味はない」というのは私の重要な考えの一端だし、英語で「女房のサポートをする」 

というのはいつも大事に考えている人生の軸です。それが質問をきっかけに結び付けられたと思っています。 

・やり残したこと、自分に対する改善点はありますか？・やり残したこと、自分に対する改善点はありますか？・やり残したこと、自分に対する改善点はありますか？・やり残したこと、自分に対する改善点はありますか？ 

 改善点は色々あります。まず、言葉の運用能力（特に英語）をもっと鍛えないと 

いけないと感じました。文法的なエラーが重要なキーワードになるところでも出て 

いました。もっと無駄をなくせば情報をさらに盛り込めるだろうと痛感しました。 

次に、構成上も冗長なところがありました。特に英語の導入部は、そのあとの方向 

を探る意味もありましたが時間がかかりすぎたと反省しています。このように、やればやるほど、改善点は見つけられます。 

だから、さらなるチャレンジ精神が刺激されます（笑）４年後か次回参加する機会があれば、より高い完成度を追求したいです。 

・テーブルトピックを苦手とする方にアドバイスを！・テーブルトピックを苦手とする方にアドバイスを！・テーブルトピックを苦手とする方にアドバイスを！・テーブルトピックを苦手とする方にアドバイスを！ 

 苦手だと感じていることが上手になる出発点です。苦手だからこそ、どうするかを 

考えることにつながります。むしろ、得意なんて思うとあまり成長できないように 

思うのです。私はテーブルトピックが大嫌いでした。そこから、どんどんと挑戦 

することです。そして、どんどんと失敗することです。私は例会の中で何を話して 

いるのかわからなくなって、赤面するような思いを何回もしています。そんな失敗 

も単なる通過点にしかなりません。それをやり続ける力がテーブルトピックやそれ以外の力もつけてくれます。 

＜From Area 55 Director＞ 

This time, I held the judge training in Area 55 Contest. It was good leaning opportunity for us. And the 

joining members got the certificate. I hope that the joining members will be good judges in the future. 

エリアコンテスト前に、一般的なコンテスト用のジャッジトレーニング講師を行いましたが、これは自分にとって 

もジャッジについて改めて考える、よい機会になりました。 ディビジョン E コンテストも盛り上がり、全国大会 

では我らディビジョン E 代表の大嶋さんが、何と日英でダブル優勝！そしてエリア 55 では大和バイリンガル TMC 

が 300 回記念例会を行いました。 12 月のクリスマス例会に、1 月開催予定のエリア合同イベントも楽しみですね^^ 

Finally, we could hold the Area 55 Contest and could make this Area 55 News. 

Thank you for your big cooperation!  最後になりますが、誌面の都合でご協力いた

だいた皆様全員からコメントをいただくことができませんでした。コンテスタントの

皆様、運営にご協力いただいた関係者の皆様、本当にありがとうございました。 

編集： エリア 55 ディレクター 丸谷 豪 


